
圏固団圏直通
循
環
す
る
農
業
の
理
掴
祖
母
。
時
代
遅
れ
の
不
便
な
も
の
で
は
な
く
、
馬
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
脊
効
性
を
発
肩
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

(

頼
永
樽
朗
)

N
P
O
法
人
都
留
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

-
石
油
い
ら
ず

加
藤
さ
ん
は
東
京
都
新
宿
区

生
ま
れ
。
自
然
の
申
で
子
育
て

を
し
よ
う
と
、
都
宮
市
平
栗
の

蘇
に
土
地
客
層
人
し
、
自
ら
整

地
し
て
家
を
建
て
、
平
成
時
年

に
東
京
都
世
田
谷
区
か
ら
露
佳

し
た
。
自
宅
で
は
喪
主
』
2
男
2

女
と
と
も
に
、
鶏
岨
羽
、
草
3

匹
、
犬
2
匹
、
そ
れ
に
馬
耕
の

た
め
に
嶋
沢
村
の
牧
場
か
ら
今

年
9
月
に
購
入
し
↑
縫
の
3
歳

馬
と
一
緒
に
暮
ら
す
。

加
藤
さ
ん
に
よ
る
と
、
馬
耕

は
昭
和
初
1
岨
年
代
以
降
、
ト

国 NPO法人醐環境万一ラム平成22年設
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「馬耕」で循環型農業を
》

ー、
i
}
 

h
a

，
 

「周
耕
を
歯
車
さ
せ
た
い
」
と
栢
る
N

P
D法
人
都
圏
珊
壇
フ
方

l
-ヲ
ム
由
加

藤
士
喜
代
書
理
事
h
都
圏
市
+
日
市
揖

#
梢

M-
)

同

時

主

沼
田
諮
セ
匹

¥

ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
業
機
械
の

普
及
に
伴
い
廃
れ
た
と
い
う
。

馬
耕
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
に

つ
い
て
、
加
藤
さ
ん
は

「馬
を

ド
ラ
ク
タ
l
代
わ
り
に
使
え
ば

燃
料
の
右
油
が
必
要
な
い
。
石

油
が
手
に
入
ら
な
く
な
っ
た
と

き
の
補
完
と
な
毒
手
段
を
用
意

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
た
」
と
説
闘
す
る
。

-
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

T
E
F
の
馬
耕
は
今
年
9
月

日
i
n目、

「馬
と
耕
す
暮
ら

し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
題

し
、
広
く
参
加
者
害
要
っ
て
都

留
市
内
で
行
わ
れ
た
。
参
加
し

た
の
は
、
会
社
員
や
主
婦
、
ア

ウ
ト
ド
ア
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
、
田
告
書
ら
し
の
実
践
者
ら

県
内
外
の
男
女
白
人
。

指
導
に
は
、
馬
を
使
っ
て
木

材
を
山
か
ら
運
び
出
す
伝
統
的

な

「時
鰍
」
在
行
っ
て
い
る

「馬
力
舎
」

(
岩
手
県
遠
野

檀
代
蓋
『
誠
元
を
得
た
c

作
業
は
、
馬
小
屡
づ
く
り
、

馬
耕
農
具
づ
く
り
、
馬
の
調
教

の
廟
で
日
を
追
っ
て
講
習
形
式

で
進
行
。
最
後
に
、
約
2
千
平

方
M
の
畑
を
実
際
に
馬
を
使
っ

て
耕
し
た
。
畑
に
は
小
麦
を
植

え
、
収
穫
は
来
年
6
月
頃
を
予

定
す
る
。

-
全
国
へ
出
張
も

加
藤
さ
ん
は
、
馬
耕
の
た
め

に
鴎
入
し
た
馬
を

「
耕
太
郎

(コ
ウ
タ
ロ
ウ
)」

と
名
付
げ

た
。
「
馬
の
ふ
ん
は
堆
肥
と
し

て
使
え
る
し
、
馬
は
人
が
食
べ

な
い
ワ
ラ
存
食
べ
て
く
れ
る
の

で
、
持
続
前
能
な
農
業
を
行
え

る
。
馬
の
飼
育
は
平
供
の
教
育

に
も
い
い
」。

馬
と
暮
ら
す
こ

と
の
魅
力
を
実
感
し
て
い
る
。

来
年
春
に
は
、
約
5
千
平
方

M
の
水
田
で
の
馬
耕
に
も
挑
戦

す
る
と
い
う
。
ま
た
、
馬
耕
の

普
及
に
向
。
て
も
夢
を
膨
ら
ま

せ
て
い
る
。

加
藤
さ
ん
l
「全
面
各
地
へ

『出
張
馬
耕
』
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
馬
を
使
っ
た
康
法
の
確

立
に
励
み
た
い
」
と
意
気
込
ん

で
い
る
。
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